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＜森CEO＞ 

 

ＮＳＧグループ・2016年3月期第2四半期決算説明会に参加いただき、ありがとうご
ざいます。ＮＳＧグループ・ＣＥＯの森重樹です。 

 

本日の説明会には、ＣＯＯのクレメンス・ミラー、ＣＦＯのマーク・ライオンズ、そして
執行役副社長の諸岡賢一が同席しており、私と一緒に、この説明会を進めさせて
いただきます。 
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＜森CEO＞ 
 
４ページは、本日のアジェンダとなります。 
 
まず、私の方から今回の決算のポイントについて説明を行います。 
 
次に、マークから財務業績について説明を行います。 
 
その後、クレメンスが地域毎に事業業績の説明を行い、最後に私の方から2016年
3月期の業績見通しについて説明を行います。 
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＜森CEO＞ 
 
５ページは、この四半期決算のポイントとなります。 
 
無形資産償却前営業利益は、前年同期と同様の水準となりました。 
 

欧州では、当社の建築用ガラス事業と自動車ガラス事業のいずれにおいても見ら
れるように、緩やかな改善の兆しが見られます。 
 
日本の業績は改善しています。 
 
北米と東南アジアでは、引き続き好調な業績が持続しています。 
 
南米は低調な経済状況の影響を受けています。 
 
ディスプレイは厳しい市場環境の影響を受けています。 
 
それでは、ここでマークによる財務業績の説明に移ります。 
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＜マーク・ライオンズ＞ 
 

森さん、ありがとうございます。それでは、７ページに移ります。ここでは、損益計算
書をご覧いただけます。 
 

売上高は３，２１７億円となり、前年比４％の増加となりました。為替変動の影響を
除くと、前年同期と同様の水準です。 
 

無形資産償却前営業利益は、前年同期と同水準です。これは市場状況が改善して
いる地域と低調な地域が混在している状況を反映しています。 
 
個別開示項目では、リストラクチャリング費用等により、15億円の損失を計上してい
ます。前期では、一過性の投資の分類変更による評価益を計上しています。 
 
金融費用は前年同期と同様の水準です。 
 

持分法による投資損失は、主に中国における厳しい市場環境の影響を受け、前年
同期と比べて悪化しています。 
 
EBITDAは若干改善しました。 
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＜マーク・ライオンズ＞ 

 

８ページでは、個別開示項目前営業利益について、前年同期との差異について説
明をしています。 
 
「販売数量/構成」ですが、厳しい事業環境の影響を受けたディスプレイ事業の売上
高の減少を反映しています。 
 

「販売価格」はディスプレイ事業では下がっていますが、他でその影響を打ち消して
います。 
 

「投入コスト」では、エネルギーコストが下がりましたが、原材料費の上昇がその効
果の一部を相殺しています。 
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＜マーク・ライオンズ＞ 

 

９ページでは、キャッシュ・フローをご確認いただけます。 

 

上半期のフリー・キャッシュ・フローは、205億円のマイナスとなりました。 

 

四半期毎に見ると、第2四半期のキャッシュ・フローは第1四半期に比べて改善して
いることがわかります。これは主に第2四半期における運転資本の減少によるもの
です。 

 

下半期でキャッシュ・フローが改善することを見込んでおります。 
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＜マーク・ライオンズ＞ 
 
１０ページですが、主要財務指標となります。 
 

「ネット借入」は、第１四半期における運転資本の季節的な変動により増加しました
が、負債に関連する財務指標は安定的に推移しました。 
 

スライドの下部に表示しております、損益に係る財務指標は前年同期と同様の水
準となりました。 
 
それでは、ここからクレメンスが各事業と地域の業績について説明いたします。 
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＜クレメンス・ミラー＞ 

 

マーク、ありがとうございます。１２ページへ移りましょう。 

 

このスライドは、当社グループの事業セグメント毎の売上高の構成比を示していま
す。 

 

当社グループの売上高の構成比ですが、欧州が38％、日本が23％、北米で21％、
その他の地域で18％、となっています。 
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＜クレメンス・ミラー＞ 
 

１３ページへ移ります。ここでは欧州における当社グループの建築用ガラス事業と
自動車用ガラス事業の業績についてご覧いただけます。 
 
欧州の建築用ガラス市場は、安定的に推移しました。 

当社の利益は、主にエネルギー関連の投入コストの減少があったものの、ポーラン
ドの窯の定修の影響により減少しました。市場では改善の兆しが見えています。 
 

自動車用ガラス市場では、乗用車販売台数が増加しており、市場回復の兆しが見
えてきました。 
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＜クレメンス・ミラー＞ 
 

１４ページへ移ります。ここでは日本における当社グループの建築用ガラス事業と
自動車用ガラス事業の業績についてご覧いただけます。 
 
建築用ガラス事業は、消費増税の影響を受けた前年同期より数量が増加し、 
増収増益となりました。ここでは、エコポイント制度による好影響を享受しています。 
 

自動車用ガラス事業は、エコ・カー減税制度の改訂により乗用車販売台数が減少
するなど、市場が弱含みのなか、増収増益となりました。 
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＜クレメンス・ミラー＞ 
 

１５ページへ移ります。ここでは北米における当社グループの建築用ガラス事業と
自動車用ガラス事業の業績についてご覧いただけます。 
 
建築用ガラス事業は、市場の好調の継続により、増収増益となりました。 
 
自動車用ガラス事業の売上は、前年同期を少し下回りました。 
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＜クレメンス・ミラー＞ 
 
１６ページへ移ります。 
 

建築用ガラス事業では、東南アジアが好調な需要による影響を享受しました。一
方、南米はアルゼンチンの窯の定修の影響により減益となりました。 
 

南米の自動車用ガラス市場では、乗用車販売台数が前年から大きく落ち込むな
ど、引き続き厳しい経済状況の影響を受け、低調に推移しています。 
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＜クレメンス・ミラー＞ 
 
１７ページの高機能ガラス事業へ移ります。 
 

高機能ガラス事業の利益は、ディスプレイが厳しい市場環境の影響を受けたことに
より減益となりました。 
 

オフィス向けプリンター用レンズの堅調な需要は持続しており、グラスコードの数量
は前年と同様の水準で推移しました。 
 
それでは、森さんへ代わります。 
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＜森CEO＞ 
 
クレメンス、ありがとうございます。１９ページへ移ります。ここで、2016年3月期の
連結業績予想の説明をさせていただきます。 
 
上期営業利益の実績を踏まえ、2016年3月期通期の売上高と営業利益の見通しを
修正しました。 

これは、ディスプレイ事業を取り巻く厳しい市場環境の影響を織り込んだものとなっ
ています。 
 

これ以外の損益計算書の項目の見通しについては、個別開示項目等の見通しに
不確定要素があり、見通しが判明次第、速やかにお知らせいたします。 
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＜森CEO＞ 
 
２０ページへ移ります。この四半期決算のまとめですが、 
 
無形資産償却前営業利益は、前年同期と同様の水準となりました。 
 

欧州では、当社の建築用ガラス事業と自動車ガラス事業のいずれにおいても見ら
れるように、緩やかな改善の兆しが見られます。 
 
日本の業績は改善しています。 
 
北米と東南アジアでは、引き続き好調な業績が持続しています。 
 
南米は低調な経済状況の影響を受けています。 
 
ディスプレイ事業を取り巻く厳しい市場環境の影響を織り込み、2016年3月期の売
上高と営業利益の見通しを変更しております。 
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